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胆石を伴った重度胆餒炎の犬における外科的治験例
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要     約

一年前に胆石を伴った胆餒炎の病歴がある5歳3カ月齢のミニチュア・ダックスフントが食欲不振と嘔吐を主訴に来
院した．点滴静注胆道造影CT検査（DIC－CT）を含む各種検査により，胆餒に胆汁が流入していないことが判った．
また，胆餒壁の肥厚と胆餒内を占拠する層状の内部構造を持った胆石が認められた．精査の結果から胆餒を摘出した．
胆餒内と胆餒外壁周囲の細菌学的検査ではE. coliとEnterococcus sp.が分離された．E. coliは薬剤感受性検査から基
質特異性拡張型βラクタマーゼ産生菌であることが疑われた．症例は術前からファロペネムナトリウムの投与を行い，
術後は良好に経過した．DIC－CTは胆餒胆管系の描出に優れ，画像を用いての飼い主への説明に有用であった．胆石を
伴う胆餒炎は，胆餒炎の再発防止のため積極的に外科的治療を考慮する必要があると考えられた．
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